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栗橋は幸手に次ぐ日光街道7番

目の宿場町であり、日光道中唯

一の関所や利根川の渡船場を

備えた栗橋宿を中心として生活

が営まれた場所である。

日光街道は、古い蔵や昔の店舗

がたくさん残っていて、昔の面影を

感じられる。

（写真は栗橋北１丁目付近の旧

栗橋駅舎。現在は、タクシーの

車庫として利用されている。）

1 現栗橋駅舎 2 栗橋駅前のモニュメント 3 静香御前の碑

4 旧栗橋駅舎(現ﾀｸｼｰ車庫) 5 住宅 6 細い路地

栗橋

栗橋駅の近くにあり、静香御前の墓碑

の周辺はポケットパーク的なしつらえ

になっている。後背にはシンボルツリー

の大イチョウがある。静御前の墓は厨

真新しい栗橋駅駅舎東口、橋上

駅に上下する階段の円形の外壁

が印象的である。

駅舎から降りた目の前には銀色の

モニュメントが印象的に光る。

木製建具のガラス戸、こげ茶色

の板壁が昭和を感じさせる。

かつての栗橋駅駅舎をタクシー会

社が車庫として使っておりノスタル

ジックな景観、そして黒い壁が印象

的な古い造りの民家が近くに立つ。

の中に安置されている。

かつての水路を暗渠化し路地とし

て活用されている。栗橋ではよく

見られる景観である。
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7 住宅 8 屋敷林 9 坂道

10 池(宝治戸池) 11 香取神社 12 経蔵院

13 -1 八坂神社 13 -2 八坂神社 14 栗橋関所跡

栗橋関所は、日光道中においては唯

亀の対の狛犬も珍しく、面白い。 ていた。現在は移転され、利根川堤

石の鳥居の奥にケヤキや銀杏の

防下に石碑がある。

大木に囲まれた社殿がある。静かな 跡地で、八坂神社の一隅にある。 一の関所であり、江戸幕府維持の主

雰囲気の境内が広い神社。鯉と 要な関所として、約２５０年設置され

釣堀を営んでいたもの。 チョウがシンボルツリーになってい

る。

かつての利根川関所の番士屋敷

街中に突然現れる池で、かつては 社殿の横にはみごとに紅葉したイ

の板壁が昭和を感じさせる。 された生垣が、周囲の景観の中でも

際立つ。

木製建具のガラス戸、こげ茶色 農家住宅内の大木と見事に手入れ 坂道の傾斜に沿って石塀の高低

差がリズミカルな景観になってい

る。

街中の寺院で十九夜塔がある。
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15 日光街道通り 16 石造りの蔵 17 住宅

18 住宅 19 住宅 20 蔵

21 -1 蔵 21 -2 蔵 22 住宅

古い造りの店舗、蔵が所々に点在 石造りで手入れの行き届いた蔵で かつての商家を思わせる造りの

し、少し前の昭和風の街並みと混 ある。 建築物である。

在する街道の通りである。

かつての商家を思わせ、重厚な瓦 太い梁の店舗と銅板葺き屋根の

屋根が印象的である。 蔵のある住居が数軒の民家を隔

て2軒並ぶ古い商家である。

黒い壁や鉄格子の付いた窓、その 奥行きの深い敷地内の蔵である。 2階の木の格子戸、1枚板の戸袋、

上の屋号表示が目に付く蔵である。 瓦屋根が印象的である。

白壁の蔵である。多くの蔵には壁

板を支える金物があるが、この蔵

には見られない。
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23 水塚 24 福寿院 25 店舗

26 栗橋の街並み 27 蔵 28 住宅

29 土塀 30 水神社の大イチョウ 31 蔵

水害に苦しめられた歴史を感じる 通りの角にある青い屋根の小さな 重厚な屋根と板戸が以前の面影を

水塚が残る。 地蔵堂が目を引く。 伝える。

日光街道の街並み。 重厚な扉をもつ蔵。 街道に面しており高木の松と2階

建ての民家が印象的である。

土塀は瓦を埋め込まれたものである。 利根川堤防脇に樹木に囲まれた 日光街道の奥にある2棟の蔵で、

石の鳥居、その奥に石碑がある、 １棟は外壁を板で覆われ、もう1棟

大きな銀杏の木が遠くからでも目 は石造りである。

を引き黄葉が映える風景である。
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33 店舗 34 住宅

35 蔵 36 JRの利根川鉄橋 37 住宅

38 深廣寺の参道 39 深廣寺の六角名号塔 40 顕正寺

2階の木の格子戸、1枚板の戸袋、 重厚な造りの屋根と蔵があり、板

瓦屋根が印象的な建築物である。 塀にも時代を感じさせる民家であ

る。

白壁で手入れが行き届いた蔵であ 大河に沿う大きな堤防で景色が 和風住宅に白壁の塀が印象的

る。 広く、河の流れ、遠くに見える利根 な風景である。

大橋やJR鉄橋の眺めが雄大であ

る。

深廣寺に続く広い通り。寺を前に、 六角名号塔の21基は圧巻である。 通りから見る瓦屋根の傾斜が美

参道の広さが気持ちいい。 しく目を引く。
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41 浄信寺 42 店舗 43 栗橋町の家並み

44 街中の路地 45 常薫寺と垣根 46 焙烙地蔵

47 垣根の道 48 日光街道通り

通りから少し奥まったとろにあり、ケ 茶色の木の板塀、灰色の瓦屋根 利根川堤防から望む栗橋町の家

ヤキの大木、その奥の本堂の瓦屋 が目を引く商家である。 並みである。

根が目を引く。

梅澤太郎右ェ門の墓がある。

路地の両側には垣根が似合う。 堤防から見る綺麗な瓦屋根が印 通りの端に小さなお堂に納められ

象的、背の高い緑の生垣や本堂 た石地蔵があり、願掛けの焙烙が

裏のケヤキ等の大きな樹木も目 が奉納されている。

を引く。

い直線道路で気持ち良い空間である。 し、少し前の昭和風の街並みと混

在する日光街道の通り。

住宅街を貫く細く長い見通しの良 古い造りの店舗、蔵が所々に点在
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